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北海道夕張-芦別地域に分布する空知層群・蝦夷層群の層序と堆積環境
Stratigraphy and sedimentary environments of the Sorachi and Yezo Groups in the Yubari-
Ashibetsu area， Hokkaido， Japan 

高嶋ネし詩* 吉田武義**
西弘嗣*料

Abstract 

The Upper Mesozoic Sorachi and Yezo Groups are widely 
distributed in the Yubari-Ashibetsu region， located in the axial 
zone of central Hokkaido， the northernmost island of Japan. 
The Sorachi Group in this area consists mainly of volcanic rocks 

Reishi TakashimαへTakeyoshiYoshida料 and volcaniclastic turbiditic rocks， and is divided into the 
and Hiroshi Nishi*** Gokurakudaira， Ashibetsugawa， Nakatengu and Shirikishi-

manaigawa Formations in ascending order. The Gokuraku帽
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daira Formation constitutes mostly picrites， accompanied by 
intercalation of dacitic帽andesitic volcaniclastic rocks and 
arkosic terrigenous turbiditic sandstones derived from the East 
Asian Continent. The Ashibetsugawa Formation is composed of 
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はじめに

sandstone beds. The other two formations are characterized by 
andesitic volcaniclastic rocks. The rocks of the N akatengu 
Formation are thick breccia beds and very thin-bedded mud-
stones， while those of the Shirikishimanaigawa Formation are 
thick-to medium-bedded sandstones， mudstones and tuff. The 
Yezo Group conformably overlying the Sorachi Group comprises 
alternating beds of terrigenous turbiditic sandstone and 
hemipelagic mudstone， presumably resulted from the erosion of 
the uplifted Jurassic accretionary prisms (Oshima Belt) located 
in southwestern Hokkaido. The two stratigraphic marker units 
of olistostrome unit containing “OrbitolinαLimestone" blocks 
(the Upper Aptian Kirigishiyama Olisto- strome Member) and 
felsic tuffaceous unit (the Upper Albian Maruyama Formation)， 
are recognized in the Yezo Group. Based on the biostrati-
graphic study using radiolarians and planktonic foraminifers， 
the Sorachi Group and the lower part of the Yezo Group range 
in age from Tithonian to early Albian. Many previous works 
have been considered that the Sorachi Group consisted of 
basaltic rocks and cherts. However， we found intercalation of 
thick sedimentary sequence composed of arkosic sandstones 
within the basaltic rocks in the investigated area. This suggest 
that the basaltic eruptions， in part， occurred in an adjacent 
area close to the Asian continent. Moreover， some volcanic幽
lastic rocks of the Sorachi Group also contain many ooids 
including angular andesite fragments. The occurrence of these 
rocks also indicates shallow marine environment on the 
volcanic mound. 

Key words : Jurassic， Cretaceous， Sorachi Group， Yezo Group， 
picrite， Hokkaido， Japan 

構成する蝦夷層群は前弧海盆堆積物にあたるというのが共通

の見解となっている(岡田， 1979;木村， 1985;紀藤ほか，

北海道中軸部の上部ジュラー白亜系は西より礼文一樺戸帯，

空知一蝦夷帯，日高帯に区分される (Fig.1).このうち礼文…樺

戸帯は島弧火山列，日高帯は西側への沈み込みに伴う付加体

と位置づけられており，それらの間に位置し空知一蝦夷帯を

1986 ;新井田・紀藤， 1986ほか多数).一方，蝦夷j書群の下位

にある空知層群は， ジュラ紀末期から白亜紀前期にかけての

玄武岩・火山砕屑岩類を主体としチャート・珪質泥岩を伴う

こと， 最下部の玄武岩の組成がMORB(こ近いことから， 海

(C) The Geological Society of Japan 2001 359 
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E五1IHidaka Supergroup (Early Cretaceous-Eocene accretionary prism) 

Fig. 1. lndex and Geological map of the study area 
Geological map showing the distribution of the Mesozoic 
formations in the western and central zones of Hokkaido 
(modified from Kito et al.， 1986; Nanayama， 1997). Bold 
square shows the pr巴viousstudied area of the Sorachi 
Group 

洋地殻とそれを覆う遠洋性の堆積物がトラップされた地質体

と考えられてきた(君波ほか， 1985;君波， 1986b;新井田・

紀藤， 1986ほか多数).その後，空知層群の窟序や火成岩類の

化学組成が再検討された結果，現在では，付加した海台とす

る説 (Kimuraet丘1.， 1994 ;長橋， 1996;長橋・宮下， 1997) 

や島弧火山子IJとする説〈高嶋ほか， 1997 c ;高嶋・吉田，

1999)なども提示され，その位置づけは未だ定まっていない.

また，蝦夷層群については従来の地質学的・古生物学的研

究に加えて，硫黄含有率や炭素同位体を用いた吉環境の変遷

に関する研究も行われ，膨大なデータの蓄積がみられる(平

野ほか， 1991; Hasegawa and Saito， 1993ほか多数).一方，

空知層群の岩本目および化石層位学的研究は，近年では

Kiminami et al. (1985)，紀藤(1987)， )11ロ(1997)による

検討があるだけで，その層序や構造発達史が十分に明らかに

されているとはいえない. このような現状をふまえ，本論で

は空知・蝦夷商層群の層序を確立するとともに，空知層群の

堆穣環境を明らかにする目的で，空知層群から蝦夷層群に至

る地層が最も連続的かっ幅広く露出する夕張から芦日IJに至る

地域において，地質学的・堆積学的研究を行った.

地質概説

夕張山池のジュラ白亜系は脊梁部で弓状に延びる逆断層

を境に東翼と西翼に分けられる (Fig.2).西翼は西側上位で

傾斜は垂護から 30
0

Eの逆転向斜構造を示し，東翼は東側上

位の 40
0
E前後を示すことから，大局的には茜フェルゲンツ

の大きな背斜構造をなす 空知層群と蝦夷層群はこの背斜の

東西両翼に分布し，本調査地域は夕張山地西麓の背斜西翼部

に位置する.本地域の空知層群および蝦夷層群下部はほぼN

1O~200E の走向を示し，垂直もしくは 70。以上で東側に傾斜

した，西側上位の逆転向斜構造を示す (Fig.2). ただし，

シューパロ)11上流にある南北性の断層の予定fijlJに分布する地層

群だけは， 20~30o で西側jに傾斜し，逆転構造もみられない.

本地域に分布する空知層群は Matumoto(1942， 1943) に

より Otから Oz層の 7累麗，橋本 (1953)では芦別岳輝線凝

灰岩層などの 9累層， Kito (1995)では 3累震に区分され，

各研究者間で岩棺層序区分が異なる (Fig.3).本論では，空
ゴクラクグイラ

知層群を玄武岩からなる極楽平麗，赤色j尼岩を主体とする
ナカテ y グ

芦別川層，安山岩角磯岩・磯質砂岩の中天狗層，安山岩質の
/リキ/マナイ

火山性砂岩泥岩主体の尻洋馬内)11層の 4層に区分するのが最

も適当であると見なした (Figs.3， 4). ただし，極楽平震の玄

武岩類は，調査地域の南部で，安山岩~デイサイト質火山砕

清岩類およびアルコース質砕暦岩類からなる地層を挟在する
ハふモリヤマ ノ/'ずイザワ

ため，これらを鉢盛山凝灰岩部層，心配沢砂岩部層として区

別した (Figs.3， 4).また，空知層群分布域には複数の玄武岩

~安山岩質貫入岩も認められる.

蝦夷層群の大部分は，非火山性のタービダイト砂岩，

泥岩を主体とする単調な岩栂からなり，下部にのみ石灰岩ブ

ロックを含むオリストストローム層と珪長賞凝灰質砂岩層の

2つの特徴的な堆積物を挟在する (Fig.4). このうち，前者

のシューパロ川層のオリストストローム層は，語査地域でも

南北方向に広く追跡できることから，新たに峰 山オリスト

ストローム部層と命名し，対比における鍵層とした.また，

蝦夷層群下部に関しては，本山ほか(1991)が夕張地域で模

式層序を確立し，富間層，シューパロ)11層，丸山層の 3層に

区分し，その後もこの区分が踏襲されてきた(]11辺ほか，

1996 ;高嶋ほか， 1997 b). しかし，調査地域北部では富間層

とシューパロ川層の境界が明瞭でないため，両層を一括して

シューパロ)11置と命名し，再区分した (Fig.3).従来の層序

区分とのもう一つの違いは，空知l蓄群と蝦夷層群の境界を，

従来よりも下位の層準におき，これまで空知層群最上部とさ

れてきた惣芦別)11泥岩部層を蝦夷層群に含めた点である.こ

れらに関しては地質各説と考察で議論する.

地賞各説

1. 空知層群

(ω1ο) 極楽z平手層 (新称)Gol主ku口印ur

命名.模式地惣也也、芦別川北支J流走上流の極楽平付近.矯本
(1953)の芦別岳踏緑凝灰岩層 (Sr2)，主夕張川珪質岩層 (Sr

3)， 25線沢砂岩層 (Sr4)，主夕張川珪質輝緑凝灰岩層 (Sr

5)， Matumoto (1942-43)のOu層に相当する (Fig.3). 

分布・本層は調査地域のほぼ東半分を占め， シューパロ)11上

流から尻岸馬内)11上流域にかけて南北に広く分布する.

層厚:下限不明. 700m以上.

岩相.本!曹はピクライトないしピクライト質玄武岩の枕状溶
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Fig.2. Gεological map and structural profile section of the study ar巴a.Strat呂 inthis region g日nerallyexhibits a vertically 
inclined， homoclinal sequence striking in a north.south direction and bearing a westerly younging trend. 1 : formation 
boundary， 2 : member boundary， 3 : fault (a : normal or strike-slip fault ; b: Yubaridake Rεvers巴Fault)，4 : microdiorite si!l， 5 
dolerite dike， 6: Hikagenosawa Formation， 7: M呂ruyamaFormation， 8-11， Shuparogawa Formation (8: Okus昌k丘inosawa
Sandstone and Mudstone M巴mber; 9・Kirigishiyama 01istostrome Member; 10・Refureppu Sandstone Member; 11 : 
Soashibetsugawa Mudstone Member)， 12-13， Shirikishimanaigawa Formation (12: Nunobedake Sandstone Member; 13 : 
Ochachadake i'vIudstone i'vIember)， 14: Nakatengu Formation， 15: Ashibetsugawa Formation， 16-18， Gokurakudaira Formation 
(16・ShinpaizawaSandstone Member ; 17 : H品chimoriyamaTuff i'vIember). 
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Fig. 3. Comparison of litho 
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発泡構造はほとんど認められない.ハイアロクラスタイトは

暗線色で，直径 10cm以下のF号機と，黄緑色のガラス片(直

径 lmm以下)からなる基質から構成される.磯支持で基質

に乏しいタイプ A，基質支持のタイプ B，基質が大部分を占

め，s号機をほとんど含まないタイプCの3タイ 7'が認められ

る.タイプ AとBが塊状無層理で級化などの堆積構造を示

さないのに対して，タイプCでは平行葉理が発達し，i炎緑色
泥岩の薄層をしばしば挟む.また，タイプC中の角傑はほと

んどが直窪2cm以下と小さく，インブワケーションや級化

構造がみられるのも特徴である 北部の尻岸馬内JlIでは，板

状溶岩がわずかに観察され (Fig.5のルート1)，その厚さは

岩・ハイアロクラスタイトを主体とするが，南部では安山岩

~デイサイト賓火山砕屑岩，アルコース質昨屑岩類など，玄

武岩以外の堆積岩類(鉢盛山凝灰岩部層， 心配沢砂岩部層:

後述)，炎禄色泥岩を挟在するようになる (Fig.5のルート

9). 北部にも磯岩層があるが，それらはその上下に分布する

ピクライト質枕状溶岩やハイアロクラスタイト記源の礁を主

とする (Fig.5のルート 3)

本層の枕状溶岩は直径約 20-80 cmのclose-packed

pillowからなる.ピローローブは下位に垂れ下がった楕円形

のものが多く，表面にはしわや拡張害IJれ自がしばしば認めら

れる. ピロー内部は暗緑~暗灰色，急冷縁は黄緑色を呈し，
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高守 2mで， タイプAあるいは Bのハイアロクラスタイトに

移化する.

北部の惣芦別川北支流に分布する磯岩層 (Fig.5のノレート

3)は，淘汰の悪い亜角~亜門磯からなり，機種は日音緑~黄緑

色のピクライト溶岩あるいはピクライト質ハイアロクラスタ

イトからなるが，上下の火山岩との関係は観察されない.こ

の磯岩は磯支持で際問は玄武岩質粗粒砂からなる基費やカル

サイトで充演されている.機径は大篠以下のものが多いが，

ときおり巨機大の亜角E撃を含む. この磯宥層は自破砕性の角

磯岩とは異なり亜円磯の割合が多く，水流による淘汰作用を

受けていることが示唆される.

一方，南部にのみ分布する淡緑色泥岩 (Fig.5のルート 9)

は，単層の厚さが一般に 1~2cm と薄いが，まれに 30cm に

達することもある.この層は平行葉理が発達し，タイプCの

ハイアロクラスタイトと互層することが多く，ごくまれに生

痕も観察される.この岩棺は橋本(1953)の芦31J)11珪質岩j警

に担当する可能性がある.

本属の玄武岩類は，北部では枕状溶岩を主体とするが，南

ではハイアロクラスタイトが卓越している.さらに，ハイア

ロクラスタイトの宥相も北では無層理で角磯が多いタイプ

Aおよび Bが卓越するが，南では基質が優勢で葉理の発達す

るタイプCが多いという特徴が認められる.このような特徴

は，本層堆積時には北部lこピークをもっ海底火山体があり，

砲に向かつてその崩壊物や砕屑物を供給したことを示す

(Fig.4). 

岩石記載:枕状i容岩はすべてピクライトないしピクライト質

玄武岩で，新井田・紀藤(1999)によって報告されたものと

ほほ‘等しい.斑品は直径 0.1~0.5 mmのカンラン石を主と

し，直径O.lmm以下のスピネルの微斑品をわずかに伴う.

カンラン石斑晶はモード組成で 20~60% を占め，すべて自

形を呈し，多くは蛇紋石化している.スピネノレは暗褐色を呈

し，カンラン石に包有されるものが多い.石基は直径0.1mm 

以下の単斜路石，斜長石を主とし，カンラン石， リューコク

シンを伴う.単斜輝石はしばしは樹枝状を呈し，斜長石は長

柱状でほとんどが絹雲母と曹長石に変質している.ハイアロ

クラスタイトもピクライトないしピクライト質玄武岩で，基

質部分は急、i令した褐色のガラス片からなる.ガラス片は

bubble-wall型を呈し， 気干しゃカンラン石骸晶をしばしば含

C.角礁は顕微鏡下の観察からも枕状溶岩と同質のものであ

る.

1) 鉢盛山凝灰岩部層(新称)Hachimoriyama Tuff Mem-

ber 

命名・模式地:シューバロ]11上流地域.橋本 (1953)の主夕

張珪質岩層 (Sr3)に相当する (Fig.3).

分布:本地域南部のシューパロ)11上流地域に南北方向に分布

する (Fig.5のルート 9).北方ほど層厚が薄くなり，芦別川

より北側には分布しない (Figs.2， 5).また，シューパロ}II上

流の心配沢以南では断層により欠如している.

層厚:シューパロ]11上流で 150m.

関係:シューパロ川上流で'下位にある極楽王手層の玄武岩ー質ハ

イアロクラスタイトを鉢盛山凝灰岩部層の慕底部をなす土石

流堆積物が整合に覆っている. しかし，全体としてみると本

部層は調査地域の南部で厚く，北へ薄くなり尖滅する (Figs

2，4). 

岩相本部層は淡緑色を呈する珪質の凝灰質泥岩を主とし，

下部にはデイサイトおよび安山岩質火山砕廃物からなる膏緑

色磯質砂場~角磯岩窟，上部には安山岩質の青緑色結晶質凝

灰岩!曹を主とするユニットを挟む (Fig.6-A， B). 

本部震の基底部はピクライト磯を主とする基質支持の繰色

角篠岩層からなり，下位にあるタイプBのハイアロクラスタ

イト層に累重する (Fig.6-C). この角磯岩}曹は中磯サイズ，

ときに数 10cmに達するピクライトの角磯やブロックを多く

含むが， ピクライトの細粒~中粒砂岩からなる基質支持で，

単層最上部では磯をほとんど含まなくなる.まれに長径 1~2

m に達する堆穣岩のブロックもみられ，単層の大部分は塊状

無麗理の水中土石流堆積物である.堆積岩ブロックはそれ

ぞれ， ピクライト粒子からなる緑色砂岩，安山岩片を主とす

る暗緑色砂岩，赤色泥岩，赤色泥岩と暗緑急砂岩の互層から

構成されている (Fig.6-C). この土石流堆積物の上位には，

本部層の主体をなす凝灰質泥岩が整合に重なる.なお，この

水中土石流堆積物の直上にある凝灰質泥岩中には，安山岩片

に富む暗緑色篠質砂岩~砂岩!震がまれに挟まれる. この砂岩

層は惨さ 10cm前後で，級化構造の発達するタービダイ卜層

である (Fig.6-C).

本部層の主体をなす法質の凝灰質泥岩層は淡緑色，ときに

青緑色を呈し，級密，竪硬で 20~30cmの厚さで成層する.

この泥岩層は，ときおり厚さ数 10cm~lm の白色珪長質細

粒凝灰岩層，数cmの赤色泥岩薄層を伴うことがあり，本部

震の中部では生痕化石が数多く認められる (Fig.6-A， B). 

本部層の下部には機質砂岩および角機質砂岩層が卓越する

ユニットがある (Fig.6-A， B). これらは青緑色を呈し，ユ

ニット下部はデイサイト質，上部は安山岩質の火山砕屑物か

らなり，単層の厚さが数cmから最も厚いもので 4mに達す

る.単層の大部分は塊状無層理で，直径2mm以下のほぼ自

形の結品および火山岩片からなる. 火山岩片にはときおり 1

~5cm に逮するものもある.異質岩片として，長径 5~10

cmの凝灰質泥岩偽篠が散点的に見られる.単層の最上部に

は，級化構造および平行葉理が認められ，タービダイト層で

ある.この際質砂場・角磯岩層は上方薄層化サイクルを示

し，単層の厚さは最下部では 1~4m，最上部では1O~30cm

と薄くなり，凝灰質泥岩からなるユニットに移化する. この

磯質砂岩ユニソトの最上部では，厚さ 10cm以下の石灰質砂

岩層も数盾みられる.

最上部に挟在する安山岩質結晶質凝灰岩層は，青緑色を呈

し級化構造が顕著に発達する.下部では厚さ 30cm前後の単

!習が多いが，上位へと薄層化し最上部では数 cm~10cm 前

後になる.

岩石記載:本部麗の凝灰質泥岩は，鏡下では 2タイプに分け

られる.一つは，多量の bubble-wall型の火山カ‘ラスが認め

られ，黒雲母，斜長石の結晶を伴い，珪長質な凝灰岩を起源

とするもので， もう一つは，放散虫化石を多度し，火山ガラ

ス，斜長石，黒雲母の破片をわずかに伴う緬粒の泥質岩であ
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る.前者は生痕化石を多く含むが，後者は生疫がほとんど認

められないので，野外で比較的容易に区別できる.

本層の基底に挟在する暗緑邑の磯質砂岩層 (Fig.6-C ;土

石流域積物中のブロックとその 2m上位に挟まる磯賞砂

岩・砂岩層)は，淘汰が悪く，ほとんどが直径 0.5~1 mmの

火山岩片からなる.火山岩片は安山岩を主とし，まれに極楽

平層主部と同質のピクライト片をしばしば含む.安山岩片は

無斑品質で，長径0.2mm以下の斜長石，単斜輝石を主とし，

ガラスや不透明鉱物を伴い，インターサータルないしイン

タークラニュラー組織を示す.

その上泣の角磯岩・磯質砂岩ユニ y トは，下部がデイサイ

ト質，上部が安山岩質で，組成の異なる火山砕屑岩からなる

(Fig. 6-A， B).デイサイト質火山砕屑宥は，淘汰が悪く，構成

粒子は直径 0.2~2mm の白形の斜長石，石英を主とし，単斜

365 

輝石，不透明鉱物，繊維状軽石，火山岩片を伴う，火山岩片

の多くは斜長石，単斜輝石，石英を斑品とし，石基はガラス，

石英，斜長石，不透明鉱物からなる.斑晶石英は全て融食形

を呈し，波動消光を示さない.一方，安山岩質火山砕屑岩層

では斑品・石基ともに石英は見られない.この砕屑岩層は，

淘汰が悪く，様成粒子は，直径が 0.2~2mm で，火山岩片，

自形の斜長石，単斜輝石を主とし，繊維状軽石，不透明鉱物

を伴う.火山岩片では，斑晶モードが 5~15% に達し，長径 1

mm以下の斜長石，単斜線石，不透明鉱物からなる.斑晶斜

長石はしは、しば集斑状を呈する.石基は長窪0.2mm以下の

斜長石とガラスを主とし，不透明鉱物，単斜輝石を伴い，イ

ンターサータル組織を示す.斜長石の多くは曹長石化してい

る.本ユニットの最上部に挟まれる石灰質砂岩j警は，車径0.5

mm以下の石灰質岩片を主とし，斜長石片，安山岩片を散点

的に含む.石炭鷲岩片の中にはまれにウーイドが含まれる

本ユニットの砕屑岩類は，いずれも極楽平層と間質のピクラ

イト片をわずかに含む.

本部層上部に挟在する結品質凝灰岩層は，長径 0.2~1 mm 

の斜長石，角閃石，単斜輝石の自形結品を主とし，直径2mm

以下の安山岩片をわずかに伴う.安山岩片は長窪 lmm以下

の斜長石，角関石，単斜輝石を斑晶とし，石基はごく細粒な

斜長石，ガラスなどからなり，インターサータル組織を示す

2) 心配沢砂岩部層(新称)Shinpaizawa Sandstone Mern-

ber 

命名・模式地:シューパロ川上流地域. Matumoto (1942， 

1943)のOt層，または橋本(1953)の25線沢砂岩層 (Sr4)

に相当する (Fig.3).

分布・本部層も鉢盛山凝灰岩部層と開じく，調査地域南部の

シューパロJII上流地域に南北方向に分布する.北方で薄くな

り尖滅し，芦J.lIJ)1 1より北側には分布しない (Figs.2， 5). ま

た， シューパロ)11上流の心配沢より南では衝上断層により欠

立日している.

層厚:断層により上限が欠如しているが， 120m以上.

関係:シューパロ川上流域で下位の鉢盛山泥岩部層を整合に

覆うが(Fig.6)，鉢盛山部層と同様に北に向かつて尖滅する.

岩相・本部層は青灰色の細~中粒砂岩と培灰色の泥岩の互層

からなる.下位との境界部付近は露出が乏しいが，一部の露

頭で鉢盛山凝灰岩部層の淡緑色泥岩から暗灰色沼岩に漸移す

る様子が観察される.また，下位の鉢盛山凝灰岩部}曹との構

造的な違いはまったく見られない.一方本部置の上限は，断

層で芦別川!警と援している.

本部層の砂岩層は，明瞭な Boumasequenceの発達する

タービダイト層で，下底面にしばしばフルートキャストやク

レッセントキャス卜が認められ，その古流向はほぼ南から北

への向きを示している. この部層では 2回の上方厚層化サイ

クルが認められつのサイクル内で摩さ平均 20~30cm で

あった砂岩層が，最上部では最大2m以上に達するようにな

る.泥岩の挟みは少なく，最も厚いj尼岩層でも 10cm未満で

ある 泥岩には炭質物，木片を多く含むが，微化石はほとん

ど含まない.

岩石記載:砂岩は，淘汰の良い長石茸アレナイトで，構成粒
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子には円磨された石英が最も多く，長石，火成岩片，黒雲母，

炭質物，白雲母， ジ、ルコンを伴う.石英は大部分が波動消光

を示すが，一部に議会形を呈し，波動消光を示さないものや，

多結晶石英も認められる. このように砂岩層の組成は鉢盛山

凝灰岩部層とは，著しく異なる.岩片はほとんどが流紋岩，

花闘岩賀岩，スフェルライトで，ごくまれに白雲母石英片岩

やホルンフェルスなどが認められ，大陸地殻由来の砂岩に類

似する.

(2) 芦別問屋(新称)Ashibetsugawa Forrnation 

模式地芦別川上流地域.Matumoto (I942. 1943)のOv層，

橋本(I953)の芦別川赤色チャート層 (Sr6)に相当する

(Fig.3). 

分布:シューパロ)11上流から尻岸馬内)11上流にかけて南西か

ら北東に細長く分布する.

層厚.シューパロ)11で 170m.惣芦別)11北支流では 30m. 芦

別)11.惣芦別)11.尻岸馬内川では微閃緑岩シルが貫入してい

るため正確な層厚は不明である.

関係:下位の極楽平層との関係は，南部のシューノfロ)11と心

配沢との合流点付近と北部の惣芦日IJ川北支流の 2カ所で競察

される南部では極楽平!曹のタイプBのピクライト質ハイア

ロクラスタイト上に，赤色泥岩，暗緑色砂岩， ピクライト質

ハイアロクラスタイト(タイプ B) のJII~に累重し，最終的に

赤色泥岩を主とする岩相に移化する (Fig.7・A).この暗緑色

砂岩は，級密，堅硬であるのに対し， ピクライト質ハイアロ

クラスタイト層は軟質で風化lこ号弘、ため，野外で容易に区別
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Fig. 6. Lithofacies of the H呂chi-
moriyama Tuff Member distribu 
ted along the Shuparogawa River. 
(A) Route map showing changes 
in lithofacies of the Hachimori 
vama Tuff Member. 1: arkosic 
sandstone and mudstone. 2-5. 
volcaniclastic sandstone (2: > 1m 
thick; 3: lm.30cm; 4・30-IOcm; 5 
く10cm).6: pale green tuffaceous 
mudstone. 7 calcar邑ous sand-
stone. 8 : red mudstone. 9 : breccia， 
10 : hyaloclastite. 11 : felsic tuff. 12-
13 : andesitic crystal tuぽ(12:>10 
cm thick; 13 : :話10cml， 14: trace 
fossil. (B) Columnar section of the 
Hachimoriyama Tuff Member. (C) 
Sketch of the boundary between 
volcanic rocks of the Gokuraku-
daira Formation and sedim巴ntary
rocks of the Hachimoriyama Tuff 
肘lemb巴r.Type B hyaloclastite of 
the Gokurakudaira Formation is 
covered comformably debris ftow 
deposits and tu仔ac巴ousmudston巴
of the Hachimoriyama Tuff Mem-
ber. 15・palegreen tuffaceous mud-
stone. 16: red mudston邑 17: 
b丘saltic-andesitic volcaniclastic 
rock. 18: picrite rubble. 19: type B 
hyaloclastite 

できる.一方，北部ではピクライト質ハイアロクラスタイト

を赤色泥岩が直接覆い.i斬移部は認められない (Fig.7-B).

また，本層は南部で!享く，培緑色砂岩層を挟むが，北部では

薄く泥岩のみから構成される.

岩相:本層は赤色泥岩を主とし，南部では安出岩質火山砕屑

物からなる培緑色砂岩層を伴う.この砂岩層は南部ほど厚く

糧粒であるが，北に向かつて尖滅し，惣、芦13IJ)l1北支流より北

では，本層は赤色泥岩のみからなる (Fig.5のルート1， 3). 

本層の赤色泥岩はやや珪質で平行葉理が発達し，生痕はほ

とんど観察されない.まれに数 mm~1 cmの脊緑色から暗

青色の珪質砲岩の薄層を挟在する.南部に発達する砂岩層

は，組粒で，暗緑~暗灰色を呈し，級化構造の発達するター

ビタイト層である.単!蓄の摩さは一般に 10cm前後のものが

多いが，シューパロ!けではまれに 1mに透するものもある.

また， シューパロ!けには， 厚さ 60mに達するスランプ層が

認められる. これは，スランプ摺曲した泥岩優勢の暗緑急砂

岩と赤色泥岩の互層からなる スランプ摺曲には軸面努開が

認められず，来固結時の変形を示唆する

岩石記載本層の婿緑色砂岩置は淘汰が悪く，下~中部と上

部でその構成粒子の組成が異なる.

下部から中部の砂岩層の構成す立子は，直径 O.2~2mm で，

まれに 1~3cm の亜丹礁を含む.安山岩片を主体とし， ピク

ライト片，繊維状軽石，単斜輝五，斜長石，石英，海緑石，

不透明鉱物を伴う.安山岩は無斑晶質で，長径O.2mm以下

の長柱状斜長石の粒鴎を，より細粒な単斜輝石，不透明鉱物，
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Fig.7. Sketches of the boundary between the 
Gokurakudaira Formation and the Hachimoriyama 
Mudstone Member in the southern area， along the 
Shuparogawa River (A)， and in the northern area along 
the northern tributary of the Soashibetsugawa River 
(B). In the both areas， the type B hyaloc1astites of the 
Gokurakudaira Formation are covered conformably by 
the red mudstones. 1: red mudstone， 2: andesitic 
volcaniclastic rock， 3 : hyaloclastite (picrite)， 4 : pillow 
lava (picrite). 

ガラスが壊めた，インターグラニュラー~インターサータル

組織を呈する. ピクライト片は極楽平j蓄のものとほぼ等し

く，その量は，本層の上位ほど少なくなる.鏡下で観察され

る石英は融食形を呈し，波動消光を示さない.単斜輝:n.斜

長石はほぼ自形である.

上部の砂岩窟の構成粒子は謹径0.5mm以下で，斜長石，

融食形石英を主とし，繊維状軽石，安山岩片，不透明鉱物を

伴う.安山岩片中の斑品は斜長石を主とし，融食形石英を伴

う.石基は長窪O.lmm以下の針状斜長石とその粒聞を埋め

るガラス，極細粒な不透明鉱物からなり，インターサータル

組織を示す.

(3) 中天狗層(新称)Nakatengu Formation 

模式地:芦号iJ川上流地域.本層は Matumoto(1942.1943)の

Ow層，橋本(1953)の芦別川輝線凝灰岩，チャート，硬砂岩

互層 (Sr7)に相当する (Fig.3).

分布:シューパロ)11上流から尻岸馬内川上流にかけて南西か

ら北東lこ細長く分布する.

層厚 シューパロJlIで 100m. 芦別川で 220m. 惣芦別)11で

130m.惣芦}jIJ)11北支流で 170m. 毘岸馬内)11では 30mの厚

さをもっ.

関係・下位の芦別)11層との関係は尻岸馬内)11. 惣芦別)11北支

流，芦別川， シューパロ)11なと、惣芦別)11以外のすべてのルー

トで観察され，惣芦別)11より南側では，基底部にある玄武岩

角磯岩層が，芦別川震の赤色泥岩を整合に覆うが，惣芦別川

より北では，この角磯岩}蓄が尖滅し，上位にある安山岩の角

磯岩層が赤色泥岩層に直接累重する.

岩相・本層は安山岩質火山砕屑物からなる青緑色角磯岩，磯

質砂岩層を主とし，中央部から南部の基底部にのみ暗緑色~

稽褐色玄武岩角磯岩震を伴う.この基鹿部の玄武岩角磯岩

は，中央部の芦}jIJ)11南支流 (Fig.5のルート 6)で最も厚く，

南北に薄化・尖滅するレンズ状の分布をもっ.芦別川では，

基底部は数 10枚の角磯岩層からなり，顕著な上方細粒化・

薄層化シーケンスを示す. 角磯岩層の単層の態さは数 10cm

~5m で， 明瞭な級化構造の発達する重力流土佐積物である.

磯岩は，糧粒砂からなる基質支持で，単層の下部に大磯~中

磯サイズの亜角~亜円磯が密集し，機種は主に精緑~暗褐色

を呈する玄武岩が多く，ときにドレライトも認められる.一

方，南部ではこの基底の角磯岩層は，厚さ約 5mのl枚の磯

質砂岩層となり，含まれる最大磯径も縮磯サイズにまで減少

する (Fig.5のルート 9).

本層の主体をなす青緑色角磯岩，重軽質砂岩層は，単!警の厚

さが 5~15m のものが卓越するが，最も厚いものでは 50m

に達する.これら角磯岩・磯質砂岩層に関しでも，単震の数

やその厚さが中央部の芦別川において最大で (Fig.5のルー

ト6).南北へと大きく減少する.これらは一般に塊状無層理

で，細機サイズの安山岩角磯および長径2mm以下の斜長

石， 単斜輝石の自形結品片， 直径3cm以下の軽石片からな

り，基質は少ない.それ以外の岩片としては，蓋径 2~10cm

の楕円形の赤色および淡緑邑泥岩偽磯が散在する.単層最上

部には平行葉理や級化構造がみられ，泥岩屋に漸移し，高密

度重力流堆積物と類似する.また，本層は約 10cm以下の厚

さの赤色・淡緑色泥岩層を頻繁に挟むが，その招岩層を削り

込んで，上位の角磯岩・磯質砂岩層が堆積している.赤色泥

岩層は基底部に多く，それ以外は淡緑色泥岩を主とする な

お，本層直下には微閃緑岩シル(後述の惣芦別川岩体)が貫

入している (Fig.2). 

岩石記載:本層の基底にある玄武岩角磯岩層には，玄武岩岩

片，玄武岩茸ハイアロクラスタイト岩片が最も多く，次いで

ドレライト岩片，繊維状軽石，単斜輝石， ピクライト片が認

められる.このうち，ハイアロクラスタイト，玄武岩岩片が

ほぼ70%を占める.ハイアロクラスタイトは急冷した

bubble-wal1型の褐色ガラス片からなり， ガラス片には気泡

やカンラン石の骸品を含むものも認められる 玄武岩は無斑

品質で，直径0.5mm以下の単斜輝:n.斜長石，不透明鉱物か

らなり，インターサータルないしインターグラニュラ一組織

を示すが， ピクライトは極楽平l曹のものとほぼ等しい.単斜

輝石はしばしば樹枝状を呈する. ドレライトはオフィティッ

ク組織を示し，直径 1~5mm の単斜輝石，不透明鉱物の大き

な結晶中に多数の短冊状の斜長石，まれに自形のカンラン石

も包有されている.上記のカンラン石は全て蛇紋石化，斜長

石は全て曹長石化している.

一方，本層の主体をなす青緑色磯賀砂岩は，淘汰が悪く，

構成粒子は安山岩片が最も多く，次いで斜長石，繊維状軽:n.

単斜輝石を伴う.結品粒子はほとんど自形で，破砕や磨耗を
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受けていない.安山岩片の斑晶量は1O~30% に達し，斑晶は

主に斜長石からなり，単斜輝石，角関石，不透明鉱物をわず

かに伴う.斑品斜長石は長径2mm以下で， しばしば集斑状

を呈する.石義は長径0.2mm以下の斜長石，ガラス，不透明

鉱物を主とし，角閃石をわずかに伴い，インターサータル組

織を示す.石基に石英は認められない.

(4) 尻岸馬内)11層(新称) Shirikishimanaigawa For噌

mation 

模式地:尻岸馬内川上流地域.橋本(1953)の奈江川チャー

ト層 (Sr8)，lVlatumoto (1942，1943)のOx及びOy層に相

当する (Fig.3).

分布.シューパロ)11上流から尻岸馬内)11上流にかけて南西か

ら北東に分布する.

層厚:シューパロ川で 410m，芦5jIJ)11で330m，惣芦別)11で

500m，惣芦別)11北支流で 260m，尻岸馬内)11で41Om.

関係ー下位の中天狗層を整合に覆う.

岩相本属は珪質の凝灰質泥岩と安山岩質火山砕屑物からな
オチャチャグケ

る砂岩を主とし，下位より泥岩を主体とする御茶々岳泥岩部

層，砂岩の卓越する布部岳砂岩部層の 2部j欝に区分される.

下位の御茶々岳泥岩部層は中央部の惣芦別川で最も厚く，南

北に薄化する.一方，上位の布部岳砂岩部層は，逆に中央部

の惣芦別)11で最も薄く，南北に厚くなる (Figs.4， 5). 

1) 御茶々岳泥岩部層(新称)Ochachadake Mudstone 

Member 

模式地:惣芦別川上流地域.橋本(1953)の奈江川チャー卜

層 (Sr8)下部， lVlatumoto (1942， 1943)のOx層下部に相

当する (Fig.3).

分布:シューパロ)11上流から尻岸馬内川上流にかけて南西か

ら北東に細長く分布する.

題厚:シューパロ)11，芦別)11で90m，惣芦別)11で 140m，惣

芦5jIJ川北支流，尻岸馬内JIIで70m.

関係:下位の中天狗層の磯質砂岩層を本部層の凝灰質泥岩が

整合に覆う.

岩相.'本部窟は珪質で淡緑~青緑色を呈する凝灰鷲泥岩を主

とし，基底部にウーイドからなる石灰質タービダイト層，中

~上部では珪長賞細粒凝灰岩層をそれぞれ挟む.

本部層の主体をなす凝灰質泥岩は，級1f;，竪硬で， 1O~30 

cmの厚さで成層し，放散虫化石を多く含む 本部}書下部の

へ泥岩には平行葉理が発達するのに対して，中~上部の泥岩に

は生痕化石が多産する.

本部層基底部には，灰白色を呈する石灰質砂岩層が頻繁に

挟在する.これらは数cmから最大2.7mの厚さをもち，

Bouma sequenceが発達するターヒダイト震である.北部の

惣芦日IJ)II北支流では，挟まれる石灰質タービダイト層の数，

単!蓄の厚さが最大となるが，これ以外のルートではその数も

減少し，厚さも薄くなる (Fig.8). これらのターピダイト層

の構成粒子はウーイドが大部分を占め，生物遺骸，火山岩片

を伴うが，下位に挟まれる単!欝は火山岩片を多量に含み，そ

の含有量は全体の 20~30% に達するのに対して，上位のも

のは火山岩片に乏しく 5%未満しかない. これらの火山岩片

は角磯~亜角磯からなり，北部の惣、芦耳IJJII北支流でその直話

4 6 
9 

Fig. 8. Lateral changes of the thickness of oolitic 
turbidite beds intercalated in the basal part of the 
Ochachadake lVludstone Member. The number of beds 
and thickness of巴achbed of oolitic turbidites attain 
the maximum along the northern tributary of the 
Soashibetsugawa River (route 3)， thin out both north 
and southward (route 1 or 9). The numbers of the 
figure show the locations of each section in Fig. 5 

が 1~1.5 cmと最も大きく，南北方向に向かつて細粒化す

る.火山岩片には赤色の安山岩も多く見られる.

珪長質細粒凝成岩は灰白色を呈し，綾密，堅硬で，本地域

内では!書厚，挟在数に関して顕著な変化は認められない.単

層の厚さは 30cm~2m と厚く，シューパロ)1 1，芦別)11.惣芦

男IJ)IIで観察される.

岩石記載・鏡下でも，本部層の泥岩には放散虫化石，生痕化

石，ガラス・火山岩片がしばしば観察され，まれにウーイド

を含む. また，泥岩に発達する葉理構造は 0.1mm以下の大

きさの斜長石，単車4輝石，安山岩片などの粒子の集合体(ユ
ニット A)からなり，それらが級化構造を示し(ユニット

B)，細粒の泥質部(ユニット C)へと移化している.本部層

の中~上部の泥岩ではユニソト Aの部分が欠如しているこ

とが多く，ユニット B，Cの部分が大半を占める.なお，ユ

ニット Cには生疫が発達している

石灰質タービダイトの構成粒子は誼径2mm以下で， ウー

イドを主体とし，生物遺骸，火山岩片，火山岩記源の結晶片，

海緑右を伴う.火山岩片は安山岩が大部分を占め，デイサイ

トをまれに伴う.安山岩片は斑状単斜輝石角関石安山岩で，

斑品モードは1O~40% に達する.斑晶は主に長佳 1mm 以

下で，主主長tiを主とし，単斜輝石，不透明鉱物，角関石を伴

う.石基は長径0.1mm以下の斜長石，ガラス，不透明鉱物か

らなり，インターサータル組織を宣する.無斑晶質で完晶質

のデイサイトは長径0.2mm前後の斜長石と石英からなり，

角閃石を伴う.また，これらの火山岩から分離したと考えら

れる斜長石，単斜輝石の結品片がウーイドの陳聞に散在して
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いる. ウーイド以外の在灰質岩片には，二枚員の破片，底生

有孔虫，コケムシ，サンゴ，石灰藻， ウニ，スポンジなどが

認められる.これらは，火山岩の破片とともにしばしばウー

イドの核をなす.ウーイドは，直径 0.5mm~2mm で，円形

~楕円形をなし，同心円状の構造が発達する.ほとんどの

ウーイド粒子が破壊や摩滅を受けておらず，含まれる火山岩

片が全て角磯である.

珪長質締粒凝灰岩は bubble-wall型のガラスを主とし，黒

雲母や斜長五の結晶を伴う.粒径は 0.5mm以下で，淘汰が

きわめて良い.

2) 布部岳砂岩部層(新称)Nunobedake Sandstone Mem-

ber 

模式地:芦別)11上流地域.橋本(1953)の奈江)11チャート層

(Sr8)上部， ~atumoto (1942，1943)のOx層上部と Oy層

を合わせたものに栢当する (Fig.3).

分布:シューパロ川上流から尻岸馬内川上流にかけて南西か

ら北東に分布する.

層厚・シューパロ川で 320m，芦別)11で240m，惣芦別川で

290m，惣芦別川北支流で 150m，尻岸馬内川で 240m.

関係:下位の御茶々岳泥岩部層を整合に覆う.

宕相:砂岩優勢の安山岩質の火山性砂岩，凝灰質泥岩互置を

主とし，下部には安山岩質凝灰岩層，上部には石灰質砂岩層

を挟ftする.また，南部でのみ本部寝中部にアルコース質砂
岩層が挟在する.

本部層の主体をなす砂岩層は，青緑色から灰色を呈し，主

に中粒~粗粒の安山岩質火山砕屑物から構成される.単層の

厚さは1O~30cm のものが多い.これらは級化構造や底痕の

認められるタービダイト麗で，フルートキャストは北北西か

ら南南東への古流向を示す (Fig.5).凝炭質泥岩層は淡緑~

青緑色を呈し，珪質で平行葉理が発達する.尻岸馬内)11では，

本部麗上部の泥岩からアンモナイト化石の Silesit巴ssp.の産

出が報告されている(前田ほか， 1998). 

下部に挟まれる安山表質凝灰岩層は塊状で淡緑色を呈す

る.この層は多孔質で軟質のため風化に弱く，野外では互窟

する凝灰質泥岩と容易に区別することができる.中央部の惣

芦別川では，挟まれる凝灰岩層の数や単層の層さがともに最

大となり，特に単層の厚さは 30cmから 3mに達する.しか

し南北に向かつて挟在される単層の数，厚さは次第に減少

している.この層には，基底部にときおり把岩の偽磯を含む.

また，本部層中部ではアルコース質砂岩と暗灰色泥岩の互

j翠からなるユニットが挟まれる (Fig.5のルート 6，9).この

ユニットの厚さは1O~70m で，南部のシューパロ川および

芦別)11にのみ分布する.ただし，芦別川ルートでは暗灰色泥

岩のみで砂岩層は挟まれない.砂岩単層は 30cm~1 mの!享

さで，青灰色を呈し，炭質物が多く含まれる. これらは級化

構造や底痕が観察されるタービダイト層である.泥岩!警は精

灰色を呈し，数cm前後と薄く， li少岩層間様炭質物を多く含

む.このユニットの岩相は，心配沢砂岩部層と類似する.

本部層の上部を構成する石灰質砂岩層は，惣芦別)11::1ヒ支流

で最も薄く，南北両方向に厚くなる.これらは Boum丘 se句

quenceの認められるタービダイトで， 灰白色を呈し，厚さ

は 30cm~1 m のものが多い.長径 l~lOcm の凝灰質泥岩，

砂岩偽磯も多く含み，クラストファブリックから求めた古流

向は北東から南西方向を示す (Fig.5).

岩石記載:本部屋の主体を成す灰色~青緑色砂岩は中粒ない

し糧粒で，淘汰が悪い.構成粒子は斜長石が最も多く，モー

ド率直成で40%以上を占める.次いで火山岩片，角閃石，不透

明鉱物の自形結品が多く，単斜輝石，石英を伴う.火山岩片

は全て斑状安山岩で，斑品は長径0.5mm以下の斜長石，角

関石を主とし，単斜輝石，石英を伴う.石基は長径O.lmm以

下の短冊状の斜長石，不透明鉱物，ガラスからなり，イン

ターサータル組織を示すが，石英は認められない.石英片は

全て融食形を呈し， i皮動消光を示さず，火山岩起源である.

砂岩中に含まれる結晶片は自形を保ったものが多い.

本部層基底部に挟在する安山岩質凝灰岩は直径0.5mm以

下の粒子から構成され， bubble-wall型ガラス，気孔に富む

軽石片が大部分を占め，単斜輝石，斜長五結晶を伴う.構成

粒子の淘汰は悪い.

南部にのみ挟在する青灰色砂岩層は，細粒で淘汰の良い長

石質アレナイトで，円磨された右英が最も多く 40~60% を

占める.次いで火成岩片，長石，炭質物が多く認められ，不

透明鉱物， ジルコンを伴う.火成岩片は流紋宥，花商岩質岩

などの珪長賞岩である.石英はほとんどが波動消光を示し，

極まれに白雲母片岩の岩片が認められる.これらは上記の火

山性の砂岩とは異なり，心配沢砂岩部層の砂岩同様，大陸地

殻から供給された砂岩に特徴的な組成を示す.

石灰質砂岩層は極粗粒で，淘j太が悪い.構成粒子は泥岩偽

磯，石灰質岩片が最も多く，角関石，単斜輝石，安山岩片，

斜長石，五英，不透明鉱物を伴う.結晶粒子はほとんど自形

を保っている.安山岩片は長径 0.5~1 mmの斜長石，角関

石，単車4)僚石，石英を斑晶とし，直窪0.2mm以下の不透明鉱

物，斜長石，ガラスの石基からなる.泥岩偽磯には組粒で単

斜輝石，斜長石結晶片に富むものと，細粒で放散虫化石に富

むものの 2種類が認められる.石灰質岩片は震生有孔虫，浮

遊性有孔虫などの生物遺骸からなり，まれにウーイドを含む.

2. 蝦夷層群

(1) シューパロ川層(再定義)Shuparogawa Formation 

模式地:シューバロ川上流地域.橋本(1953)の空知層群奈

江)11珪質頁岩層 (Sr9) と下部蝦夷層群 (Lyl~2) を合わせ

たもの， ~atumoto (1942， 1943) の Oz~If層を合わせたも

の，高嶋ほか(1997b)の空知層群最上部および蝦夷層群富間

層， シューパロ川騒を合わせたものに相当する (Fig.3).

分布.シューパロ川上流から尻岸馬内)11上流にかけて南西か

ら北東に分布する.

層厚:シューパロ川で 1930m，北の沢で 1440m以上，奥境

の沢で 2000m以上，芦別)11で2750m，惣芦別川で 3100m， 

惣芦別)11北支流で 3580m，尻岸馬内川で 330m以上.

関係:尻岸馬内川層を整合に覆う.

岩相:本層は主にタービダイト砂岩，泥岩からなり，従来の

空知層群最上部および蝦夷層群下部を合わせたものに担当す

る.従来の定義によると，空知}富群は緑色岩・珪質岩を主体

とし，鍛夷層群はフリッシュ型の堆積物からなる地層として
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区分されている.また，蝦夷層群の下部では砂岩泥岩互層の

比率によって，累層の区分がなされていた.調査地域では，

空知・蝦夷両層群の境界は泥岩優勢の砂岩泥岩互層と砂岩優

勢の互層の関に置かれていたが， 1)砂岩泥岩互層の比率は側

方に変化する場合が多いこと， 2)岩相・砕屑岩組成から判断

すると火山性砂岩優勢の布部岳砂岩部層とその上位に重なる

暗灰色泥岩主体の地層(惣芦別)11泥岩部層:後述)の聞に明

瞭な違いがあることから，暗灰色泥岩主体の地層の基底部に

両者の境界を定義するほうが適当であると判断した.また，

蝦夷層群の下部に関しでも，砂岩の比率で細かく定義されて

いた従来の累層をまとめて 1つの累層とし，従来の累層を部

層として再定義した.

1) 惣芦別)11泥岩部層(新称)Soashibetsugawa Mudstone 

Member 

模式地惣芦1.)IJ)1 1.本層は Matumoto(1942， 1943)のOz層，

橋本(1953)の奈江川建質貰岩層に相当する (Fig.3).

分布:シューパロ)11上流から尻岸馬内川上流にかけて南北に

分布する.

層厚 シューパロ)11で460m，北の沢で 230m以上，奥境の

沢で 350m以上，芦別)11で940m，惣芦1.)IJ川で 490m，惣芦別

)11北支流で 640m.

関係尻岸馬内川層を整合に覆う.

岩紹:やや珪質で葉理の発達する暗灰色泥岩を主体とし， 白

色の瑳長質細粒凝灰岩層を頻繁に挟在する.北部の惣芦別

)11，惣芦別)11北支流 (Fig.9のルート 3，めでは厚さ 3cm以

下の灰色砂岩薄層を頻繁に挟むようになる.砂岩層は極細粒

~細粒で，底面にフルートキャストが認められるタービダイ

ト層からなる.フルートキャストから求めたさ流向は，惣芦

別)11より南の地域ではjとから街，惣芦別)11より北の地域では

南から北への流向を示す (Fig.9).泥岩中に挟まれる白色の

珪長質細粒凝灰岩層は1O~30cm の厚さのものが多く，まれ

に 1~7m に遣する.

岩石記載:本部層の砂岩層は，細粒ないし極細粒の淘汰の良

い長石質アレナイトで，円磨された石英が最も多く，約60%

を占める.その多くは波動消光を示す.次いで長石，流紋岩

岩片が多く，放散虫化石を含むチャート，炭質物，黒雲母，

ジルコンを伴う.本層下部の泥岩は放散虫化石に富むが，上

部の泥岩では放散虫化石がまれにしか観察されない.また，

本層最上部の泥岩から浮遊性有孔虫化五が産出し始めるよう

になる.

2) 礼援i峰砂宕部層(新称)Refureppu Sandstone Member 

模式地:惣芦別)11.本管は M旦tumoto(1942， 1943)のIa，Ib

層，橋本(1953)の富関砂岩層と島の下頁岩層の下部を合わ

せたもの，本山ほか(1991)および高嶋ほか(1997b)の富間

層とシューパロJII層の下部を合わせたものに相当する (Fig.3). 

分布:シューパロ川上流から惣芦別川北支流にかけて南北に

分布する

層厚:シューパロ川で 740m，北の沢で 600m，奥境の沢で

1070 m，芦別)11で 1300m，惣芦1.)IJ)1 1で 1830m，惣芦別)11北支

流で 2130m.

関係:惣芦別川置を整合に覆う.連続する砂岩優勢のターピタ

イト砂岩泥岩互層の始まりをもって本部層の基底と定義する.

岩相・本部層は本山ほか(1991)により，互j警の砂岩/泥岩の

比率が明瞭に異なる 2つの累層(富間層とシューパロ)11層〉

に区分されてきた. しかし，本調査地域の北部ではそのよう

な岩相の変化が認められず，両累層の区分が困難であるた

め，本論では両累層を一括し，礼振蜂砂岩部層とした.

本部層は，主に砂岩優勢の砂岩沼岩互層からなる.砂岩は

青灰色を呈し，単層の淳さは 15~30cm，ときに 1m を越え

るのに対して，泥岩は暗灰色を呈し，最も厚いものでも 10

cm以下である.砂岩の底面にはしばしばフルートキャス卜，

クレッセントキャストが認められるタービダイト層である.

砂岩には，級化構造が一般的で， しばしば平行葉理がみられ

る.また，本層の砂岩は炭質物を多く含み，それらが葉理を

なすことが多い.南部のシューパロ)11(Fig.9のルート 9)，

北の沢の本部層基底 (Fig.9のルート 8)，惣、芦別)11(Fig.9 

のルート 4) に分布する本部層の中部には， 30~100m の厚

さに達するスランプ患を挟在する.

さらに，本部層は本地域中央部を墳に層厚が大きく異な

る.惣、芦耳IJ川以北 (Fig.9のルート 3，4)ではそれより南の

地域と比べて約1.5倍の層厚をもっ.吉i流向に関しでも，芦

別川以南では南から北への軸流が卓越するのに対して，惣芦

別川以北では南西から北東への側方流となる (Fig.9).

岩石記載・砂岩は淘汰の良い中粒~細粒の石質アレナイト

で，構成粒子は円磨度が高く，長石，石英，岩片，炭質物か

らなる.岩片の多くは放散虫化石を伴うチャートで，その他

に花街岩質岩，流紋岩，安山岩，砂岩等が認められる.石英

はほとんどが波動消光を示す.

3) 出産山オリストストローム部層(新称)Kirigishiyama 

Olistostrome Member 

命名・模式地:シューパロ)11.本!警は Matumoto(1942， 

1943)のIc層，橋本(1953)の島の下頁岩層中部，本山ほか

(1991)および高嶋ほか (1997b)のシューバロ)11層中部に相

当する (Fig.3).

分布:シューパロ)11上流から惣芦1.)IJ)1 1にかけて南北に分布.

層厚:シューパロ川で 540m，北の沢で 230m，奥墳の沢で

180m，芦別川で 30m，惣芦別)11で90m.

岩相本震はオルピトリナ石灰岩を含む大規模なオリストス

トローム層からなる.石灰岩ブロックの大きさは北部が最大

で，約3kmにわたって南北方向に板状に分布する (Fig.2).

中央部では石灰岩は断続的に分布するようになり，さらに南

部では砂岩泥岩互層ブロ y ク，塊状砂宕フロックと直径 10~

50mの大きさの石灰岩ブロックが泥質岩基賀中に散在する

産状を示す (Figs.2， 4). 

これとは逆に，石炭岩を含む海底地iこり堆積物の厚さは，

惣芦自IJJII~惣芦1.) IJ)1 1大支流で最も薄く，南に向かつて厚くな

るとともに，砂岩泥岩互層ブロックを多量に含むようにな

る.最南部のシューバロ)11において，地とり堆積物の摩さは

380mと最大となるが， シューパロ川以南で再び薄層化し，

88班沢以南で尖滅する(高嶋ほか， 1997b). 

岩石記載:石灰岩オリストリスからは，大型有孔虫の

Orbitolina，造礁性のサンコ¥コケムシ， J享霞二枚貝，ネリネ
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ア類などの巻き貝の密集!書などが報告されている(橋本，

1936 ;吉田・神戸， 1955;佐野， 1995; Sano， 1995など). 

4) 奥境の沢砂岩泥岩部層(新称)Okusakainosawa Mud-

stone Member 

命名・模式地:!薬境の沢.本層は ~atumoto (1942， 1943)の

Id， Ie， If層，橋本(1953)の島の下頁岩層上部，本山ほか

(1991)および高嶋ほか(1997b)のシューパロ川層上部に相

当する (Fig.3).

分布:シューパロ!日上流から惣芦別)11にかけて南北に分布す

る

層厚:シューパロ川で 230m， 北の沢で 410m， 奥境の沢で

500 m，芦別}IIで520m，惣芦}jIJ}11で760m. 

関係:峰山オリストストローム部層を整合に覆う.

岩相.砂岩優勢の砂岩泥岩互層を主体とし，葉理の発達する

泥岩を伴う.北部では，砂岩優勢のタービダイト砂岩泥岩互

層を主体とする.惣、芦別}IIの砂岩層は 2~4m に達する厚い

単j警が多く認められ，泥岩層をほとんど挟まない. しかし，

本部層の砂岩層は南に向かつて急激に薄化，尖滅し，南部の

シューパロ川では葉理の発達する泥岩騒が主体となり，砂岩

!蓄をほとんど挟在しない.本層の砂岩中には多量の炭質物が

含まれる.また，砂岩層の底面にはしばしばフルートキャス

トや，クレッセントキャストが認められ，それらが示す古流

向は西南西から東北東への側方流が卓越する (Fig.9).

岩石記載:砂岩は淘汰の良い中粒の石質アレナイトで，構成

粒子は円震度が高く，炭質物，長石を主体とし，岩片，石英

を多く伴う.岩片の多くは放散虫化石を含むチャートで，流

紋岩，砂岩，頁岩，花園岩も含む.本部層でも石英はほとん

ど‘が波動消光を示す.

(2) 丸山層面'1aruyamaFormation 

命名・模式地.本山ほか (1991).模式地はシューパロ)11.

分布.シューパロ}II上流から惣芦}jIJ川北支流にかけて南北に

分布する.

層厚:シューパロ川で 60m，北の沢で 120m，奥境の沢で 40

m，芦日IJ川で 10m，惣芦男IJ川で 4m.

関係:奥境の沢層を整合に覆う.

岩相:本層は灰白色の珪長質凝灰質砂岩層を主とする.本層

は周屈の泥岩より際立つて徹密で堅硬なため，多くの地域で

滝を形成する.また，単層内で，黒雲母が褐色の葉理を形成

し，特徴的な縞模様を呈するため，従来から鍵層として用い

られてきた(本山ほか， 1991;高嶋ほか， 1997 a， 1997 b ;高

嶋・西， 1999). 凝灰質砂岩j習は個々の単層の厚さが 30cm~

1mのタービダイトで，泥岩層をほとんど挟まない.本置は

南部の北の沢で最も厚く (Fig.9のルート 8)，南北へ薄化す

る傾向を示す.本層が最も厚い北の沢およびシューパロ)11の

本層基底には水中土石流堆穣物を伴っており(高嶋ほか，

1997 b)，北の沢では上方薄層化シーケンスが2サイクル認

められる (Fig.9).

岩石記載.>本!震の凝灰質砂岩は糧粒で淘汰が悪い.構成粒子

は，長窪2mm以下で， Y字型の火山ガラスが最も多く，斜

長石，黒雲母，石英，角閃石を伴う.石英はしばしは、融食形

を呈する.

3. 貫入岩類

空知層群の分布地域には，玄武岩質~珪長賞の半深成岩類

のシルが貫入している (Fig.2). このうち，玄武岩質~安山

岩質の貫入岩類は蝦夷層群の分布地域には認められない.

(1) ドレライトシ;"

ドレライトシルは，調査地域全域の極楽平層中に多数貫入

している. ほとんどは， 南北に細長く分布し， 嬬は約 1~5

m，まれに 10mに遠する.これらは黄緑~靖緑色を呈し，と

きおり流理構造が発達している. しばしば極楽平層の枕状溶

岩やハイアロクラスタイトに貫入しているが，フィーダーダ

イクとして認識できるような構造は，今回の謂査では認めら

れなかった.鏡下では単斜輝石，斜長石，不透明鉱物を主と

し，カンラン石，クロムスピネルを伴う.直径 1~2mm 前後

の大きな単斜輝石の自形結品中に，より小さい長柱状の斜長

石が包有され，オフィティック組織を呈する.単斜輝石には

しばしば砂時計構造が認められる.カンラン石は全て自形を

なすが，蛇紋石化している.斜長石は大部分が曹長石化し，

一部が絹雲母化している.不透明鉱物は斜長石と比べて極細

粒で粒状，クロムスピネルは赤褐色で，自形粒状を呈する.

(2) 微閃緑岩シル

微閃緑岩、ンルは極楽平層最上部から芦}jIJ}11I警にかけての地

震群と尻岸馬内川層布部岳砂岩部層の中の 2層準に貫入して

いる.

1) 惣芦別川岩体

本岩体は調査地域の北部~中央部の尻岸馬内}IIから芦}jIJ川

にかけて南北約9kmにわたって，地層とほぼ平行に細長く

分布している.淳さは惣芦}jIJ}11で最も厚く 110mに達し，尻

岸馬内)11で40m，滞日IJ}IIで80mと南北に向かつて薄くな

る.本岩体は灰色で，急、J令縁を除く岩体内部は直径 1~2mm 

前後の粒度からなる斜長石の結晶が肉股でも観察される.上

位の芦別)11層の赤色泥岩および下位の極楽平層の緑色岩類と

は急冷縁をもって接し，境界付近の岩体縁辺部は細粒で， し

ばしば気孔を有する.また，この縁辺部には流理構造や貫入

面と直行する節理が発達する.鏡下では斜長石を主とし，角

閃石，単斜輝石，不透明鉱物，石英，燐灰石を伴う.針状な

いし長柱状の斜長石が織白状に散在し，その粒聞を他形の角

閃石，石英，粒状の単斜輝石，不透明鉱物が埋め，インター

グラニュラー組織を呈する.斜長石は一部曹長石および絹雲

母化しており，角関石の一部は緑泥石化している.Girard et 

al. (1991)によると，本岩体の化学級成は北上山地の白亜紀

深成岩類と同様のカルクアルカリ岩である.

2) 芦別)11小岩体群

この岩体群は，芦}jIJ)lI，惣芦別川に分布する尻岸馬内)11層

の布部岳砂岩部層の凝灰質泥岩と灰色砂岩互層からなる地層

中に，属現面とほぼ平行に貫入している.厚さ 20cm以下の

小岩体が 4~5 層準で確認されたほか， 1.2 mの厚さをもっ岩

体も認められた.これらは灰色を呈し，急冷縁を除く岩体内

部は 1~2 mmの粒径をもっ.鏡下では斜長石を主とし，角関

石，石英を伴う.斜長石は長柱状，石英は一部融食形をなし，

それらの隙間を半白形~他形の角関石，粒状の不透明鉱物が

埋め，わずかに粒:伏の単斜輝石を伴う.
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微化石年代

1. 空知・蝦夷層群の地費年代

本地域に分布する空知層群は，多くの放散虫化石，まれに

アンモナイト化石を産する.放散虫化石は，芦別川震や尻岸

馬内)11麗の赤色泥岩，淡緑色泥岩，黒色泥岩から産出するが，

その群集はテチス地域や西南百本のような標準化石帯を設定

している示準種があまり含まれないため，各階の境界すべて

を正確に認定することはできなかった. しかし，本研究では

放散虫に関しては以下の 4つの示準面を認識することがで

き，各々の地層群の地質時代を決定することができた(Fig.10). 

鉢盛山凝灰岩部層中部には，Pseudodictyomitra carpatica 

(Lozyniak)の進化的初出現，尻岸馬内)11)警芦別)11泥岩部層

上部には，"Cecrops" septemporatus CParona)の進化的初出

現がそれぞれ認められる.前者は，Pseudodictyomitra 

carpatica帯の下限に相当し，ジュラ紀Tithonian後期に対

比され，後者は "Cecrops"septemρoratus帯の下眼に相当し

(Matsuoka， 1995)， Valanginian後期に対比される.また，

尻岸罵内)11層の尻岸馬内)11砂岩部層では，Suna hybum 

(Foreman)の初出現，Williriedellum peterschmittae 

Schaafの最終出現も認められる. Schaaf (1981)によると，

これらの示準面はいずれも Barremianの後期におかれてい

る.この尻岸馬内)11砂岩部震の最上部からは，アンモナイト

化石Silesitessp.も産出している. この化石の示す地質時代

も後期 Barremianで(前回ほか， 1998)，放散虫化石が示す

年代と矛盾しない.

一方，本地域では蝦夷層群の最下部にあたる惣芦ljlJ川泥岩

部層の最上部から，浮遊性有干し虫化石が産出し始める. この

群集には Hedbergella trocoidea (Gandlfi)， Hedbergella 

delrioensis (Carsey)， Schackoina cabri (Sigal)などテチス

地域において報告されている示準種も含む (Caron，1985). 

これらのうち H.trocoidea， S. cabriは後期 Aptianから前期

Albianに生存する種である (Caron，1985 ; BouDagher. 

Fadel et al.， 1997).また，その上位に累重する礼振峰砂岩部

}曹はBlowiellα(=Globigerinelloides)duboisi (Chevalier)， 

Goγbachikellα(=“Globigerinα") kugleri (Bolli)，“Biglo-

bigerineUα" (=Globigeηnelloides) barri (Bolli， Loeblich 

and Tappan) などを含み， 群集の組み合わせから後期

Aptianであると考えられる(高嶋ほか， 1997 b). 嵯山オリ

ストストローム部j警は浮遊性有孔虫化石を産出しないので直

接に地質時代を決めることはできないが，その上位にある奥

境の沢砂岩部層には Ticinellα属 (roberti，primula)の初出

現面がみられ，この置準に Aptian/Albian境界を童くこと

ができる.以上のことから，惣芦別)11泥岩部層と礼援峰砂岩

部屋は後期Aptian，峰山オリストストローム部層は最後期

Aptian，奥境の沢砂場部層と丸山層は前期 Albianの地層で

あると考えられる(高嶋ほか， 1997 b). 

考察

1.空知層群の堆積場

(1) 夕張山地の空知層群下部(極楽王手層)の堆積場

近年，空知窟群の層序に関しては，富良野北部の奈江山地，
ホロヵナ f チ ν オナカガワ

幌加内，天塩中)11，千百露の各地域において研究が行われて

きた(石塚， 1980; Kiminami巴tal.， 1985 ;紀藤， 1987; 

Girard et al.， 1991 ;川口， 1997など). これらの研究結果に

共通するのは，空知層群下部を構成する緑色岩は一様に無斑

品質のソレアイトで，枕状溶岩が卓越し，砕腐岩類を挟まな

いという点にある.そしてこのような特徴は空知層群のテク

トニックセッティングを決める上での重要な論拠の lつとさ

れてきた. しかしながら本研究の結果，夕張山地西翼の空知

層群下部を構成する緑色岩類には，上記の各地域に分布する

ものとは大きく異なる特徴が認められた.まず lつは，緑色

岩のほとんど全てがカンラン石斑品を多量に含むピクライト

であるという点である.このピクライトは同地域の惣芦別川

ルート上流において既に報告されているが(新井田・紀藤，

1999)，本研究によって夕張山地西翼の空知層群下部の緑色

岩が全てピクライトであり，層厚700m以上，定向方向(南

北)に少なくとも 10kmにおよぶ膨大なボリュームで噴出し

ていたことが明らかとなった.さらに，この地域の緑色岩は，

ハイアロクラスタイトが多く認められ，海底火山体を戒して

いたことも，他地域ではみられない重要な特徴である.そし

て，最も大きな違いは，安山岩，デイサイト質の砕屑物(砂

岩・角磯岩〕からなる地層(鉢盛山凝灰岩部層)や陸源砕屑

物からなる地震(心配沢砂岩部層〕が同時異相関係で挟まれ

ることである (Figs.4， 11).鉢盛山凝灰岩部層は約 150mと

厚く，各単層の厚さも最大で 4mに達する.特にその下部

は，組粒・角磯質で淘汰が悪く，供給地から近い場所で堆積

したと考えられる.これらの火山砕屑岩中にはウーイドを含

むものが認められることから，供給源となっていた火山体の

一部は海面上あるいは海面近くにまで達していたことが明ら

かである.一方，心配沢砂岩部層の砂岩は円磨された石英と

長石が大部分を占めるアルコース質の長石質アレナイトで，

岩片の量が 20%以下と少なく，明擦に鉢盛山凝灰岩部農の火

山性砕矯岩類と区別できる (Figs.12-A， B).含まれる岩片は

流紋岩や花街岩が多く，それ以外にもホルンフ L ルスや白雲

母石英片岩などがわずかに認められ，大陸地殻由来であると

考えられる.これらの事実は，空知層群下部の堆積環境が，

深海底で玄武岩のみが噴出していたとする従来の考えとは大

きく異なる.

本地域の空知層群下部にみられるような，安山岩・デイサ

イト質火山砕屑岩と大陵地殻由来のアルコース質砕屑岩類

は，空知ー蝦夷帯西方の渡島帯にも認められる.渡島平野東縁部

(礼文樺戸帯との境界付近)の戸井地域には，安山岩壁の火

山岩片を多量に含む砂岩層が報告され(JII村ほか， 1997)，鉢

盛山凝灰岩部層に対比で・きる.)11村ほか(1997)は，戸井地

域のこの火山性砂岩の存在とその単斜輝石の組成から堆積時

に火山性島弧が近傍に存在したと考えた.ただし，この地域

の火山砕層岩層は大陸地殻由来の石英長石質の砂岩層に挟ま

れる.一方，心配沢砂岩部層の砂岩組成は，この渡島帯の石

英長石賀砂岩と類似する (Fig.12-A). この渡島帯の砂岩は，

組成判別図，岩片組成， 全岩化学紐成などからみると， I陸

弧・開析島弧(君波ほか， 1992b)Jのものと類似し(J11村ほ
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か， 1995， 1997)，砕屑性ジルコンの Shrimp年代から，北東

アジア大陸の古期変成基盤から供給されたと考えられている

(JII村ほか， 1994). このように，空知層群下部の砕屑岩類と

渡島帯の砕屑岩とは類似点が多く，地質時代もジュラ紀後期

から白E紀前期とほぼ同じことから，両者ともアジア大陸東
縁部に起源をもっ一連の堆積物と考えることが可能である.

従って，鉢盛山凝灰岩部層や心配沢砂岩部層を挟む空知層群

下部のピクライトは，アジア大陸の近傍で形成されたと考え

られる.

(2) 空知層群の“チャート"の堆積環境

空知層群の堆積場に関して， もう一つ重要な点は“チャー

ト"および珪質泥岩が玄武岩層に累重してみられることであ

る.この玄武岩からチャートに至る層序は，空知層群が海洋

地殻の一部を形成していたとする根拠となっている. しか

e Legend 
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，..)1.蝿 abundant

~ <l intrusion 

・圃 mafic 
亡二コ intermediate 
cコ felsic
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Hach泌1註imoロ.: Hachimoriyama 
Shuparo. : Shuparogawa 
Shinpai. : Shinpaizawa 
Soashi. : Soashibetsug即時

置

橿蝿膏

Fig. 11. Litho-and volcanostratigraphic summary of 
the Sorachi and Yezo Groups. The lower part of the 

Sorachi Group is characterized by the mafic volcanism 

that change to the intermediat己volcanismin the upp巴r
part of this group. The Sorachi Group is int巴rbedded

with two t巴rrigenousstrata and three calcareous sedi-

ments. The radiolarian fossil is abundant in the 
Hachimoriyama Tuff Member， the Ashibetsugawa 

Formation and the Ochachad呂keMudstone Member 

し，本地域に分布し“チャート"と記述されている珪質岩は，

西南日本外帯の秩父帯や四万十帯でみられるような，深海で

堆穫した“放散虫チャート"とは異なる.一般に，深海堆積

物を示唆するようなチャートは， もし含むのであれば，玄武

岩質の岩石に由来する岩片や粒子が予想される.ところが，

空知層群下部でみられる瑳質岩は，流紋岩質ないし安山岩質

の火山砕屑岩や凝灰岩と互麗し，また鏡下でも，掘粒な安山

岩質・流紋岩質の火山岩片や軽石・火山ガラスの破片を多く

含む.放散虫化石が多産する“珪質泥岩"も，鏡下では同様

の組成をもっ細粒の火山カ、ラスを起源とする粒子が多く含ま

れる.これらの特徴から，夕張地域の珪賞宕は，珪長質火山

砕屑岩に由来する細粒な火山物質やその蒋堆穣物と，放散虫

などのプランクトン遺骸が混合したものといえる. このよう

な岩相は，海洋性島弧の背弧海盆や部弧海盆など，火山弧近
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Fig. 12. Compositional vafiations of the sandstones of 

the Sorachi and Yezo Groups and Jurassic sandstones 
of the Oshima belt. (A) Q-F-R plots of sandstone 
compositions from the J urassic arkosic sandston巴sm 

the Oshima Belt (open circle)， arkosic sandstones (solid 

square) and volcaniclastic sandstones (open square) of 

the Sorachi Group， and sandston巴sof the Yezo Group 

(gray triangl巴). The arkosic sandstones of the Sor呂chi
Group are similar in composition to that of Oshima Belt 

of Tajika et al. (1984) and Kawamur丘 etal. (1995). (B) 
Ba-An-Rh plots of lithic fragm巴nt compositions of 

sandstones of the Sorachi and Y巴zo Groups. The 

volcaniclastic sandstones of the Sorachi Group consist 
of andesitic and basaltic fragments， and are dis-

tinguished easily from others. (C) Ch-PI-Vo plots of 
compositions of lithic fr呂gment. In this figure， the 
arkosic s呂ndston巴sof the Sorachi Group and sand-

stones of the Yezo Group are plotted. The chert 

fragments are abundant in the sandstones of the Yezo 
Group by abundance of chert fragments. 
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F: feldsper 
R : rock fragments 
An: andesitic rock fragments 
Ba: basaltic rock fragments 
Rh: rhyolitic rock fragments 
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Vol : volcanic rock fragments 
01 Plu: Plutonic rock fragments 

傍のリフト盆の深海相と類似している (例えば Parson et 

al.， 1994; Clift， 1995 ; Stratford et al.， 1996). 

また，珪質岩を主体とする地層には，1)厚さ約 45mの陸

源土佐積物のユニット(暗灰色泥岩とアルコース質砂岩の互

層，シューパロ川ルート，布部岳砂岩部盾中部)， 2)炭質物，

砕層性の石英や長石粒子(芦}jlj}11ルート，布部岳砂岩部層中

部)， 3)アンモナイト化石(尻岸馬内川ルート，布部岳砂岩

部層の“チャート'¥前回ほか， 1998)など，海溝の外側で放

散虫が集積するような CCD以深の環境にはみられない堆積

物や化石も認められる.一方，空知層群には，鉢盛山凝灰岩

部震の上部 (Tithonian)，御茶々岳i泥岩部!醤の基底部

(U pper Berriasian ~ V alanginian)，布部岳砂岩部j曹の上部

(Lower Aptian)の3層準でウーイドを含む石炭質タービ夕、

イト層が認められる (Fig.11). このうち，御茶々岳泥岩部層

のタービダイト層は，ほとんどがウーイドから構成され，安

山岩・デイサイト震の火出岩片を伴う. ウーイドはふつう 2

m以浅， 少なくとも1O~15m 以浅の浅海で形成されるので

(Milliman， 1974)， 海底火山体が海面上あるいは海面近くに

まで成長していたことを示している.以上のことから，空知

層群の土佐積場が全窟準を通して，比較的深い海盆震から浅海

までの幅広い環境を有する起伏に富んだ地形を呈していたこ

とが明らかである.

2. 空知層群と蝦夷層群の境界のテクトニックな意義

(1) 空知層群と蝦夷層群の境界問題

空知!霞群は，灰白色砂岩と黒色頁岩を主体とする蝦夷層群

に対して，チャート・火山岩・火山砕屑岩を主体とする地層

群の総称として命名された (Matumoto，1942， 1943 ;佐々 ほ

か， 1944;橋本， 1953， 1955ほか多数).その後，長尾(1961)

によって，多くの地域で空知層君手/蝦夷層群境界付近に磯岩

層が挟まれることが報告され，先蝦夷地変と呼ばれる大規模

な構造運動により，両層の鵠に不整合が生じたとされた. し

かし，夕張山地と奈江山地で・岩相および微化石の検討が進む

につれて，1)両層群は珪賀泥岩から泥岩へと整合的にj斬移し

ている， 2)いずれの地域でも境界を挟んで大きな地質構造上

の違いは認められない， 3)微化石群集からみても，地質年代

に関して大きなギャップはみられない，などが明らかとな

り，詞層群の聞には大きな時間間際はなく，その関係は整合

一連であると考えられるようになった(紀藤， 1987;三次・

平野， 1997;高嶋ほか， 1997b). これらの研究では，空知層

群と蝦夷層群の境界は，守ャート層"を挟む暗灰色泥岩を主

体とする地層(惣芦別)11泥岩部盾)と上位の灰白色砂岩・培

灰色泥岩の互層を主とする地層(礼振峰砂岩部層)の聞に置

かれている しかし，空矢口層群として区分された暗灰色泥岩

主体の地j警にも，灰白色砂岩の薄騒がしばしば挟まれ，両!警

の間には大きな岩相の違いは認められない.

一方，北海道南部の千露呂地域や北部の幌加内・天壌中川

地域では，両層の境界は緑色の砂岩・頁岩主体の地層から灰

白色の砂岩・黒色頁岩からなる地層へ変わる層準に置かれて

いる(君波ほか， 1992 a ;川口， 1997). 同じような岩相の変

化は，夕張山地や奈江山地でもみられ，前述の空知/蝦夷層群

境界とされた層準よりも数 100から数 10m下位に認められ

る.この君波らによる岩相区分の方がその変化を顕著に認め

ることができ，北海道中軸帯全域にも適用できる.君j皮

(1986 a)は，緑色泥岩と黒色頁岩の化学組成の検討から，前

者が continentalisland arc起源で、あるのに対して，後者は

active continental margin起源と，後背地の性格が大きく

異なることを示した.そこで本研究でも，緑色の砕屑岩主体

の地震から，婿灰色泥岩と灰白色砂岩主体の地層に移り変わ

る層準，すなわち，尻岸馬内川!醤布部岳砂岩部層とシューパ

ロ川層惣芦汚IJ)II泥岩部層の境界を，本調査地域の空知層群と

蝦夷層群の境界とした.

(2) 砂岩の組成からみた空知層群/蝦夷層群境界での変化

空知層群の大部分の砂岩は，自形の斜長石と安山岩片を主

とする火山砕局岩に由来するもので，砕屑性の石英粒子をほ

とんど含まない (Fig.12-A).ただし，心配沢砂岩部層と布部

岳砂岩部層の 2つの層準にだけ，大陸地殻を構成する古期岩
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類を起源とするアルコース質砂岩層が挟在する (Figs.4， 

11).この砂岩は，円磨された砕屑性の石英・長石が大部分を

占める長石質アレナイトで，岩片は少ない (Fig.12-A).岩片

には流紋岩や花街岩が多く，チャートはみられない.この両

者の土佐積物は QFLの組成図なと‘からも明瞭に区別できる

(Fig. 12-A， B). 

一方，蝦夷層群下部の砂岩は石霊アレナイトからなり，そ

の組成も空知層群や渡島帯の砂岩とは異なる (Fig.12・A).

蝦夷層群の砂岩は，岩片量が 40-60%と多く，そのうち

チャートが 30-40%を占める (Fig.12-C). このチャート岩

片から，三畳紀中期 Anisian，ジュラ紀中期 Bathonian，

ジュラ紀後鶏 Oxfordian-Kimmeridgianを示す放散虫化

石が産出する(高鳴ほか， 1997 a). このほか，花関岩質の岩

石，火山岩，泥岩，石灰岩など，多様な岩片が含まれる.こ

の砂岩の供給地としては，渡島帯の岩石が挙げられている

(田中・角， 1975ほか多数).空知一蝦夷帯の西側にある渡島

帯には， ジュラ紀付加体の堆積物とそれに貫入した花筒岩類

が露出する.付加体の堆積物には，二畳紀~ジュラ紀の

チャート，石炭紀~三畳紀の石灰岩，緑色岩など，様々な岩

椙からなるフoロックが含まれ(J11村ほか， 1995)，陸源、砕屑岩

の年代はジュラ紀中~後期を示す(Ishigaand Ishiyama. 

1987). また，花園岩類は 130-90Maの年代を示す(土谷ほ

か.1986) 蝦夷層群の砂岩の岩片組成が渡島帯を構成する岩

石ときわめてよく一致していること，蝦夷層群のチャート岩

片と渡島帯のチャートの地質年代が一致すること(高嶋ほ

か， 1997a)，蝦夷層群中にも渡島帯と同様に酸性火山活動を

示す流紋岩質の凝灰岩がしばしば挟まれること(高嶋ほか，

1997 b ;高嶋・芭， 1999)などからも，渡島帯が蝦夷層群の後

背地であることが支持される.

空知層群と蝦夷層群の簡にみられる砂岩組成の急激な変化

は，両窟群の境界付近においてアジア大陸東縁で大きな変化

が生じたことを示唆する. ジュラ紀末期から白亜紀前期の空

知置群の堆積盆地には，盆地内で噴出した火山岩とそれより

西方のアジア大陸の古期変成岩基盤の両者から砕屑物が供給

されていた.ところが，蝦夷層群が堆積し始めた白亜紀前期

の中頃(120Ma)には，その後背地が渡島帯のジュラ紀付加

i本と花街岩類へと変化した.すなわち， 120 Ma前後の時期

に，空知蝦夷帯で島弧火山活動が終怠し前弧地域へと移り

変わるとともに，アジア大陸の東縁部が睦起しジュラ紀付加

体(渡島幸誇)が急速に露出した.新たな島弧の火山活動はこ

の隆起した渡島帯とそれに隣接する礼文一樺戸帯で始まった.

このため，砂岩層の主要な後背地は，アジア大陸の古期変成

岩からより海溝!RIJにあるジュラ紀付加体の堆積物へと変化し

た.このように， 120 Ma (Barremian/ Aptian境界付近)で

は，アジア大陸東縁部において火山活動と隆起運動に大きな

変化があったと考えられる.
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Stratigraphy and sedimentary巴nvironmentsof the Sorachi and Yezo Groups in the 

Yubari-Ashibetsu area， Hokkaido， Japan Jour. Geol. Soc. Japan， 107， 359-378.) 

北海道の夕張一芦別地域に分布する最上部ジュラ系~下部白亜紀の空知層群は， ピクライトお

よび安山岩質からデイサイト質の火山砕屑岩類を主体とし，大陸地殻起源のアルコース質砂岩を

伴う.これに整合に累重する白亜系蝦夷層群は，陸源の砂岩・泥岩からなり，石灰岩ブロ yクを

含むオリストストロームと珪長質凝灰質砂岩層の 2つの特徴的な堆積物を挟在する.

空知層群下部は，従来，無斑晶質の玄武岩が卓越するとされてきたが，本地域では全てピクラ

イトで，それに安山岩質とデイサイト質の火山砕屑岩，アルコース質砂岩を挟在する.また，空

知層群は深海底の堆積物とされていたが，ウーライト石灰岩を伴うことから堆積場の一部は浅海

域であったことが示唆される.
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